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➢ 一方、下記のように範囲を限定して考えれば、配水池以降は水道法上の「水道」である。

配水施設

浄水場出口において水質基準は担保されている。
末端での残留塩素塩素の管理方法については、
今後検討が必要。

運搬車両に浄水を注水

範
囲
を
限
定

・「運搬送水」は、現在水道法上の水道に位置づけられないが、配水池以降については水道法上の

「水道」である。
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➢配水池以降は水道法上の「水道」であるが、「水道事業」として行うかどうかについては個別に判断されるもの。
➢実施主体としては、「水道事業として実施する場合」、「水道事業以外の行政として実施する場合」が考えられる。

水道事業として実施する場合

（水道事業以外の）

行政として実施する場合

水
道
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Ex.手足業務を水道局に委託

水道水 水道事業外の水

※宮崎市の場合、作業は宮崎市上下水道局が実施（受託）している。

水道法上の水道 水道法上の水道


